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令和4年9月3日(土) 令和4年9月22日(木) 
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令和5年2月11日(土・祝) 令和5年2月24日(金) 

 

 

 

奈 良 教 育 大 学

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況により、本要項に記載している選抜方法等を変更する

場合があります。変更する場合は、可能な限り速やかに本学ホームページで公表します。 

なお、出願等にあたっては、必ず本学ホームページにて最新情報を確認するようにしてください。 

奈良教育大学ホームページ ： https://www.nara-edu.ac.jp/ 

https://www.nara-edu.ac.jp/
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広く教育関係諸科学を研究し、教育実践に関する科学的研究を深めることによって、豊かな人間性と高度な専門的

教養を備え、教育の理論と実践に関する優れた能力を有する高度専門職業人としての教員を養成します。そのことを

通して、奈良県および近隣地域における、高度な力量を持った教員の養成において中心的役割を果たしていきます。 

教育学研究科の特徴 

【重要】令和５年度入試の主な変更点等は以下のとおりです。 

令和４年４月に「新たな大学院教育学研究科修士課程（以下「新修士課程」という。）」を設置しました。

令和５年度入試は、新修士課程に対応した伝統文化教育・国際理解教育専攻、伝統文化（書道を含む）教 

育・国際理解教育専修の募集となります（本専修では専修免許状（教員免許状）の取得はできません。また、 

夜間開講はありません。）。 

選抜区分として、一般選抜（筆記重視型）、一般選抜（実技重視型）、外国人留学生特別選抜（筆記重視 

型）及び外国人留学生特別選抜（実技重視型）の４区分があるので、いずれかの区分で出願してください（同 

一募集時期における選抜区分間での併願は不可。）。 

なお、入学後の研究指導（補助）のミスマッチを回避するため、出願前に研究指導（補助）を希望する教 

員と研究テーマ等に関する事前相談を求めます（願書には事前相談を行った教員を記入する欄がありま 

す。）。 
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【入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）】 

学士課程において、また社会人として身に付けた資質･能力に加え、次のような人を求めます。 

1. 日本や諸外国の文化・歴史・教育に関心があり、伝統文化や国際理解教育に関する研究を行い、その

成果を生かして広く教育に貢献したいという目的を持つ人 

2. 伝統文化の持続発展や国際理解教育に関わる基礎的な知識・技能を有する人 

3. 研究成果を国内外で発信する意欲と、背景の異なる相手を意識したコミュニケーション能力を有する 

人 

 

入学者選抜の基本方針 

教育学研究科は、本学の入学者受入方針(アドミッション・ポリシー)に基づき、筆記試験、口述試験、

研究計画等の評価を総合して入学者を選抜します。 

 

【教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）】 

以下の趣旨に基づいて教育課程を体系的に編成し実施します。 

（１）教育課程の編成の方針 

1.「共通コア科目」（必修）を 1 年次の初期に配置し、フィールドワークや講義を通して本専攻での学び

の基盤となる知識及び意欲的に学び続ける力を育み、研究への動機づけと研究目的の明確化を図りま

す。 

2.「実践コア科目」（選択必修）を配置し、演習や実技を通して、伝統文化の発信（『伝統文化の継承と

発信』）、芸術と生活との関わり（『書道の芸術性と実用性』）、異文化間コミュニケーションによる多文

化共生社会創造（『多文化共生社会創造のための教育』）に関する知識･技能、思考力･判断力･表現力を

育みます。 

3.「専門深化科目」（選択必修）として、院生の課題解決に対応する専門的科目を配置します。ここでは

伝統文化教育（書道を含む）に関する科目と国際理解教育に関する科目を開設し、伝統文化と国際理

解を架橋させ知識･技能、思考力･判断力･表現力を育みます。また、理論と実践の往還を果たすため、

各関係機関や教育機関でのフィールドワークやフィールドリサーチを含めて実施します。 

4.『課題研究』（必修）を配置し、ゼミとして「共通コア科目」「実践コア科目」「専門深化科目」での学

びを統合し、研究力を育みます。 

5.修士論文作成・作品制作のための研究指導を行い、課題の探求と解決、及びその成果を発表できる資

質･能力を育みます。 

 

（２）教育課程における教育・学修方法に関する方針 

本学教員は、持続可能な社会そして多文化共生社会の実現に貢献できる人材育成についての観点や内

容を共有し、協働する体制で教育を進めます。また、留学生と日本人学生の共修の場として、学生それ

ぞれのこれまでの経験・知識を活かし、互いに学び合う学修環境、支援体制の整備に努めます。 

 

（３）学修成果の評価の方針 

全授業科目において、本専攻の理念・目的及びカリキュラム・フレームワークに即した到達目標を定め、
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到達目標並びに評価の基準・方法をシラバスによって学生と教員で共有し、成績評価を的確かつ厳正に

行います。学位論文に関する評価基準を定め、複数名の審査委員を選出し、厳正に審査します。また、

その成績評価結果や学生による授業評価結果を点検し、カリキュラムの評価・改善を図ることで教育の

質の保証に努めます。 

 
 

【学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）】 

伝統文化の持続発展やその教育、国際理解教育に関わる研究を通し、修了までに以下の資質・能力を身

に付けることを求めます。それらを獲得するとともに、所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終

試験に合格した学生に学位（修士（教育学））を授与します。 

1.伝統文化の持続発展や国際理解教育の発展に貢献する高度な知識・技能、思考力・判断力・表現力 

2.伝統文化やその教育、国際理解教育に関わる課題を探求・解決し、それらについて専門性を深めるこ

とができる研究力 

3.教育の立場から多文化共生社会の実現や SDGs の達成に貢献できる力量  
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Ⅰ.修士課程（一般選抜） 
１.専攻、入学定員及び募集人員 

専  攻 専  修 入学定員 
募集人員 

選抜区分 
９月募集 ２月募集 

伝統文化教育・ 

国際理解教育 

伝統文化（書道 

を含む）教育・ 

国際理解教育 

２０名 ２０名 

一般選抜 

（筆記重視型） 

 

一般選抜 

（実技重視型） 

合   計 ２０名 ２０名  

・９月募集及び２月募集で上記の人員を募集します。 

・筆記重視型とは、口述試験において、出願書類として提出する「先行研究を踏まえた研究計画書（1,000 字

程度。日本語）」等に関わる口頭試問を課す選抜区分になります。 

・実技重視型とは、口述試験において、試験当日に絵画記録保存技術又は書道実技を課すとともに、当日の

持参作品及び願書に記載する「研究計画概要（400 字程度。日本語）」等に関わる口頭試問を課す選抜区分

になります。 

・募集人員には外国人留学生特別選抜の募集人員の若干名を含みます。（１２頁を参照） 

 

２.標準修業年限   ２年 

ただし、長期履修学生制度が適用された場合の修業年限は、４年以内の許可された年数 

詳細は、２１頁を参照 

 

３.出願資格 

次の(1)から(9)のいずれかに該当する者 

(1) 大学を卒業した者及び令和５年３月までに大学卒業見込の者 

(2) 学校教育法第１０４条第７項の規定により学士の学位を授与された者及び令和５年３月までに授与

される見込みの者 

(3) 外国において学校教育における１６年の課程を修了した者及び令和５年３月までに修了見込みの者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校

教育における１６年の課程を修了した者及び令和５年３月までに修了見込みの者 

(5) 我が国において、外国の大学の課程(その修了者が当該外国の学校教育における１６年の課程を修了

したとされるものに限る。)を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教

育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び令和５年３月までに

修了見込みの者 

(6) 外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は

関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に

指定するものに限る。)において、修業年限が３年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が
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行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当

該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって文部科学大臣の指定を受けたものに

おいて課程を修了することを含む。)により、学士の学位に相当する学位を授与された者及び令和５年

３月までに授与される見込みの者 

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る。)で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者及び

令和５年３月までに修了見込みの者 

(8) 文部科学大臣の指定した者(昭和２８年文部省告示第５号)及び令和５年３月までに指定した者に該

当する見込みの者 

(9) 本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、令和５年４月１日現在２２歳に達している者 

[注] 

・上記(8)の文部科学大臣の指定した者には、旧大学令による大学、各省庁組織令・設置法に

よる大学校を卒業した者等が指定されていますので、 (8)により出願する者は、当該出

願資格に該当する証明書（該当する見込みの者は見込み証明書）の提出が必要です。 

・上記(9)により出願する者は、事前に個別の入学資格審査を受けなければなりません。 

 

＜上記(9)における個別の入学資格審査の申請方法等＞ 

上記出願資格(9)により出願を希望する者は、出願に先立ち、入学資格審査を行いますので、次の書類

を各申請期間中に入試課に提出してください。 

入学資格審査申請書等の様式は、郵送にて配付します。配付を希望する者は、表に「大学院入学資格

審査申請書（修士課程 一般選抜）請求」と朱書きした封筒に、返信用封筒（84円分の切手（普通郵便

料金）を貼付し、申請者の郵便番号、住所、氏名を明記した長形３号定形郵便封筒）を入れて、入試課

まで送付してください。 

(1)入学資格審査申請書類 

① 入学資格審査申請書(本学所定の用紙) 

② 学修歴、研究歴等申告書(本学所定の用紙) 

③ 連絡票(入学資格審査用)(本学所定の用紙) 

④ 入学を志望する動機(用紙はＡ４判とし、400字程度) 

⑤ 研究計画書(大学院において研究したい分野と内容について記入してください。用紙はＡ４判と

し、400字程度にまとめてください。) 

⑥ 最終学校の卒業証明書 

⑦ 最終学校の成績証明書 

⑧ 在職(籍)証明書(在職(籍)期間、職務内容、勤務様態等が確認できる書類) ※ 

⑨ 返信用封筒(664円分の切手（簡易書留速達郵便料金）を貼付し、申請者の郵便番号、住所、氏名

を明記した長形３号定形郵便封筒) 

  ※現に学校・教育関係機関・官公庁又は会社等に在職(籍)中の者は提出してください。 
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(2)入学資格審査申請期間 

［９月募集］令和４年 ７月 １日（金）から令和４年 ７月 ６日（水）まで 

［２月募集］令和４年 ９月３０日（金）から令和４年１０月 ５日（水）まで 

郵送による場合は、封筒表面に「入学資格審査書類在中」と朱書きし、「簡易書留便」により、申請

期間必着で送付してください。 

 

(3)審査方法 

提出された書類の内容、口述試験、及び研究科が必要とする場合は筆記試験の成績を総合して判定し

ます。なお、審査の日時及び集合場所は本人に別途通知します。 

 

(4)審査結果の通知 

審査の結果は、以下の期日までに郵送により本人に通知します。資格を認められた者には、「奈良教

育大学大学院入学資格認定書」を同封します。 

資格を認められた者は、出願時に「奈良教育大学大学院入学資格認定書(写)」を提出してください｡ 

［９月募集］令和４年 ７月２７日（水） 

［２月募集］令和４年１１月１８日（金） 

 

４.出願手続 

(1)出願書類 

書類等の名称 提出該当者 摘   要 

① 入 学 願 書 全 員  

所定の用紙に必要事項を記入してください。 

事前相談を行った教員（研究指導（補助）を希望する教

員）を記入してください。 

受験を希望する専門分野（大区分・小区分）を１つ選択

してください。 

② 受 験 票 ・ 写 真 票 全 員 

所定の用紙に必要事項を記入してください。受験票の

裏面には、323円分の郵便切手（速達郵便料金）を貼付

の上、郵便番号・住所・氏名を記入してください。写真

票には、出願前3か月以内に撮影した縦4cm×横3cmの上

半身・脱帽・正面向きの写真を貼付してください。 

③ 
検 定 料 

（30,000円） 
全 員 

郵便局・ゆうちょ銀行窓口で納付し、「振替払込受付証

明書(大学提出用)」を検定料納付確認票に貼り付けて

ください。納付手数料は、志願者の負担とします。

(注)ATMでは「振替払込受付証明書」が発行されませんので必ず窓口

で納付してください。 

④ 
卒業(見込)証明書又

は修了(見込)証明書 
全 員 

出身大学長又は学部長が作成したものを提出してくだ

さい。(※備考欄(1)を参照のこと) 

⑤ 成 績 証 明 書 全 員 
出身大学長又は学部長が作成したものを提出してくだ

さい。(※備考欄(1)を参照のこと) 
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⑥ 宛 名 票 全 員 
合格通知書及び入学手続書類を受け取る郵便番号・住

所・氏名を記入してください。 

⑦ 研 究 計 画 概 要 全 員 
所定の用紙（願書裏面）に大学院において研究したい

分野と概要について記入してください。（400字程度） 

⑧ 
先行研究を踏まえた研

究 計 画 書 

筆 記 重 視 型 を 

選 択 し た 者 

所定の用紙に先行研究を踏まえた研究計画について記

入してください。（1,000字程度） 

⑨ 学 位 授 与 証 明 書 
出願資格(2)の学士の 

学位を授与された者 

大学改革支援・学位授与機構が作成したものを提出し

てください。(大学を卒業した者及び大学卒業見込みの

者は提出する必要はありません。) 

⑩ 
学 士 の 学 位 授 与 

申 請 受 理 証 明 書 

出願資格(2)の大学改革

支援・学位授与機構 

に学位申請中の者 

大学改革支援・学位授与機構が作成したものを提出し

てください。(大学を卒業した者及び大学卒業見込みの

者は提出する必要はありません。) 

⑪ 

出願資格(8)に該当

又は該当見込み証明

書 

出願資格(8)に 

該 当 す る 者 

出願資格 (8)に該当又は該当見込み証明書（例：気

象大学校の大学部を卒業した者は卒業証明書（卒業見

込みの者は卒業見込証明書）を提出してください。 (大

学を卒業した者及び大学卒業見込みの者は提出する必

要はありません。) 

⑫ 

奈良教育大学大学院 

入 学 資 格 

認 定 書 ( 写 ) 

出願資格(9)に  

該 当 す る 者 

本学が行う入学資格審査により入学資格を認められた

者は提出してください。(大学を卒業した者及び大学卒

業見込みの者は提出する必要はありません。) 

⑬ 受 験 承 諾 書 

大 学 院 在 学 者 
所定の用紙により、在学している大学院の学長又は研

究科長の承諾書を提出してください。 

在 職 者 

現に学校・教育関係機関・官公庁又は会社等に在職中

で、在職のまま入学しようとする者は、所定の用紙に

より、所属長等の承諾書を提出してください。 

⑭ 住 民 票 の 写 し 等 

日本国に居住している

外国人 

(永住許可者は対象外) 

市区町村長が交付する、在留資格、在留期間、在留期

間の満了の日を証明する書類を提出してください。 

（注）婚姻等により改姓し、証明書類等の氏名と異なっている場合は、それを証明する書類(戸籍 

抄本等)を添付してください。 

(備考) 

(1) ① 卒業(修了)証明書又は見込証明書及び成績証明書は出身学校の発行する原本を提出してください。 

ただし、和文又は英文以外のものについては、各証明書を発行した出身学校又は総領事館(中華人民共和 

国の場合はCHSI)が証明した翻訳文(和文又は英文に限る。)を添付してください(日本語学校による証明は

認められません。)。 

② 証明書類等は、原本を提出してください。原本以外の場合は、必ず自国大使館等の公証書類を提出してく 

ださい。 

③ 海外及び公的機関からの証明の遅延を理由とした出願締切の延長は一切認めませんので、余裕をもって

出願書類の準備をしてください。 
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(2) 実技重視型を選択した志願者は、専門分野に関する作品及び当該作品の写真（所定の台紙に貼付）を試験

当日の受付に提出してください（９頁参照）。 

 

(2)出願方法 

志願者は出願書類等を取りそろえ、下記の出願期間中に出願してください。郵送による場合は、本要

項に添付した出願用封筒を用い『簡易書留速達便』により送付してください。 

① 出願期間 

［９月募集］ 

令和４年７月２９日（金）から令和４年８月４日（木）まで 

各日とも午前９時から午後５時までとします。(正午～午後１時を除く。) 

(郵送の場合は、８月４日（木）までの消印のあるものを有効とします。) 

［２月募集］ 

  令和４年１２月２日（金）から令和４年１２月８日（木）まで 

各日とも午前９時から午後５時までとします。(正午～午後１時を除く。) 

(郵送の場合は、１２月８日（木）までの消印のあるものを有効とします。) 

②  出願書類の提出先 

奈良教育大学入試課(〒630-8528 奈良市高畑町) 

 

(3)出願にあたっての注意事項 

① 出願にあたっては、入学後の研究内容について、修士課程担当教員一覧や本学ホームページの教員

一覧の情報を参考に、研究指導（補助）を希望する教員に必ず事前に相談してください（願書に事前

相談を行った教員名を記載願います。）。なお、教員への事前相談については、教員に確認の上、来

訪による対面形式、もしくはＺＯＯＭ等のオンライン会議システムや電話による方法等により行っ

てください（メールのみでの相談はここで言う教員への事前相談にあたりません）。 

【参照】教員一覧URL（https://www.nara-edu.ac.jp/guide/list/） 

 ② 出願書類等受理後の記載事項の変更は認めません。ただし、願書を提出した後に合格通知等受信場 

所及び連絡先を変更した時は、ただちに、その旨を入試課へ届け出てください。 

③ 出願書類等に不備がある場合は、受理しません。 

④ 受理した出願書類等は、いかなる理由があっても返還しません。 

⑤ 出願書類に虚偽の記載が発見された場合は、入学許可を取り消すことがあります。 

⑥ 既納の検定料は、次の場合を除き、返還しません。 

ア. 検定料を払い込んだが、出願しなかった場合又は出願が受理されなかった場合 

イ. 検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

なお、上記ア又はイに該当する場合には、すみやかに入試課へ連絡してください。 

 

５.受験票の送付 

(1) 受験票は、受付完了後、本人宛に送付します。 

なお、受験票が以下の日時までに到着しない場合は、入試課へ問い合わせてください。 

［９月募集］令和４年８月２４日（水） 

［２月募集］令和５年１月３０日（月） 

(2) 受験及び入学手続に、受験票が必要となるため、紛失、汚損等のないよう大切に保管してください。 

 

https://www.nara-edu.ac.jp/guide/list/
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６.選抜方法 

入学者の選抜は、筆記試験（小論文）、口述試験（実技重視型のみ実技を含む)、成績証明書、研究計

画概要、先行研究を踏まえた研究計画書（筆記重視型のみ）及び当日の持参作品（実技重視型のみ）の内

容を総合して行います。 

配点等は、筆記試験（小論文）として専修共通課題(１００点満点)及び専門分野からの課題(１００点

満点)並びに口述試験(Ａ・Ｂ・Ｃ評価)とします。 

なお、口述試験における口頭試問は、原則、個人面接で実施します。ただし、実技重視型における実技

に関しては集団で実施します。 

 

［出題範囲等］ 

専修共通課題  

多文化共生社会の実現、あるいは、SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）と 

自分自身の研究テーマに関連した内容について、800 字程度の小論文を作成してもらいます。 

 

専門分野からの課題  

以下の専門分野毎に伝統文化や国際理解教育に関連した内容を出題します。 

志願者は、出願時に以下の専門分野（大区分・小区分）から１つ選択の上、出願してください。 

専門分野 

備 考 
大区分 

小区分 

※受験を希望する区分を一つ選択してください。 

伝統文化教育分野 

１．絵画記録保存技術 

２．書道史・書道古典作品造形論 
【実技重視型】 

３．日本・東洋美術史 

４．文化財科学 
【筆記重視型】 

国際理解教育分野 

５．漢文学 

６．日本語学 

７．日本語教育学 

８．複言語教育 

９．シティズンシップ教育 

【筆記重視型】 

 

口述試験（実技重視型）における実技 

  実技重視型を受験（選択）する際には、下記事項に留意してください。 

１．絵画記録保存技術、２．書道史・書道古典作品造形論のいずれかの区分を選択の上、出願します。 

① 口述試験における実技のために次のものを持参してください。 

１．絵画記録保存技術 

〈試験内容〉鉛筆デッサン（用紙は、Ａ３版大程度） 

〈持 参 物〉鉛筆デッサン用筆記具（鉛筆、練り消しゴムなど） 

２．書道史・書道古典作品造形論 

〈試験内容〉半紙程度の臨書  

〈持 参 物〉太筆（半紙6字書き程度）、仮名用細筆、墨（墨液も可）、硯、文鎮、練習用半紙、 

下敷き 
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たかばたけちょう 

② 専門分野に関する作品及び作品の写真（所定の台紙に貼付）を持参の上、試験当日に受付に提出して

ください。 

１．絵画記録保存技術 

日本画、あるいは水彩画（東洋画の模写作品を含む。）     １点 

   作品は３年以内に制作したものとし、サイズは自由とします。 

［持参作品の写真］ 

   持参作品の写真（Ｌ判・カラー、作品全体が鮮明に写っていること） １枚 

２．書道史・書道古典作品造形論 

毛筆による自作の書道作品 ２点 

ただし、漢字または仮名、臨書・創作は問わず、表装してあることが望ましい。 

作品は３年以内に制作したものとし、サイズは自由とします。 

［持参作品の写真］ 

   持参作品の写真（Ｌ判・カラー、作品全体が鮮明に写っていること） 各１枚 

※ 持参作品については、当日返却します。（いったん預かるため、包装は簡易であること。） 

※ 持参作品の写真は、本学所定用紙に貼付の上、提出してください。 

 

(1)試験期日 

［９月募集］ 令和４年９月 ３日（土） 

 ［２月募集］ 令和５年２月１１日（土・祝） 

 

(2)試験場 

奈良教育大学(奈良市高畑町) 

近鉄奈良駅・JR奈良駅から市内循環バス乗車『高 畑 町(奈良教育大学)』下車(裏表紙参照) 

 

(3)試験時間割 

 当日は、試験についての留意事項を説明しますので、必ず各試験の１０分前までに集合してください。

集合場所は、当日講義２号棟に掲示します。 

 

（伝統文化教育・国際理解教育専攻 伝統文化（書道を含む）教育・国際理解教育専修） 

試験区分 

 

選抜区分 

筆記試験（小論文） 
口述試験 

（Ａ・Ｂ・Ｃ評価） 専修共通課題 

（100点満点） 

専門分野からの課題 

（100点満点） 

一般選抜 

（筆記重視型） 
9:30～11:00（90分間） 

12:00～ 

口頭試問 

一般選抜 

（実技重視型） 
9:30～11:00（90分間） 

12:00～ 

実技終了後、口頭試問 

 

７.その他の留意事項 

(1) 出願手続後は、選抜区分及び専門分野の変更は認めません。 

(2) 試験当日は、自動車、単車、自転車での本学構内への乗り入れを禁止します。 
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(3) 試験当日は、「奈良教育大学大学院教育学研究科(修士課程)受験票」を必ず持参してください。 

万一、受験票を忘れた場合、又は紛失した場合は、ただちに試験場本部へ申し出てください。 

(4) 試験室に入室するまでに、必ず携帯電話等のアラーム設定を解除した上で、電源を切ってください。 

(5) 筆記試験（小論文）開始後３０分を経過して遅刻した者は、それ以降の試験も含めて受験することが

できません。また、口述試験については、開始時刻に遅刻した者は受験することができません。あら

かじめ経路、所要時間を確認し、十分な時間の余裕をもって試験場に到着してください。 

(6) 試験開始後は、終了するまで途中退室は認めません。 

(7) 連絡事項がある場合は、本学のホームページに掲載します。 

(8) 本要項に関して不明な点がある場合は、入試課へ問い合わせてください。 

 

８.合格者の発表 

［９月募集］ 令和４年９月２２日（木） 午前１０時 

［２月募集］ 令和５年２月２４日（金） 午前１０時 

合格発表日に本学のホームページ(https://www.nara-edu.ac.jp/)上で合格者受験番号を速報すると同

時に、合格通知書を合格者本人に郵送します。ホームページ上の合格速報は情報提供サービスの一環とし

て掲載するものであり、正式には合格通知書で確認してください。また、電話などによる照会には応じま

せん。 

 
９.入学手続 

合格者には、入学に必要な書類を送付するとともに、その他入学手続きに必要な事項を通知します。 

入学手続日  

［９月募集］ 令和４年１０月 ６日（木） 郵送必着 

［２月募集］ 令和５年 ３月１５日（水） 郵送必着 

 

１０.入学料及び授業料 

入学料        282,000円 (予定) 

授業料 前期分    267,900円 (年額535,800円) (予定) 

（注）ア．既納の入学料は、いかなる理由があっても返還しません。 

   イ．前期分の授業料については､令和５年５月１日から令和５年５月３１日までの間に納入してくださ

い。 

   ウ. 上記の入学料及び授業料は、令和４年度入学者の金額であり、令和５年度入学者については、変更

する場合があります。 

   エ．在学中に授業料の改定を行った場合は、改定時から新授業料が適用されます。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.nara-edu.ac.jp/
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１１.修士課程担当教員一覧表 

８頁の〔専門分野からの課題〕をよく読んで専門分野を受験(選択)してください。 

氏名欄に◎のある教員は令和５年３月、○のある教員は令和６年３月退職予定です。 

下表に変更が生じた場合は、本学のホームページ（https://www.nara-edu.ac.jp/）で発表しますの

で、各出願前に確認してください。 

 

（伝統文化教育・国際理解教育専攻 伝統文化（書道を含む）教育・国際理解教育専修） 

研究 

領域 
職 名 氏 名 研究テーマ・研究分野 

伝 

統 

文 

化 

教 

育 

分 

野 

教 授 ◎ 大山 明彦 文化財の記録保存のための模写と復元 

准教授 北山 聡佳 仮名書道の造形表現・造形論、書写書道教育 

教 授 山岸 公基 日本・東洋美術史の研究 

准教授 青木 智史 文化財科学 

国 

際 

理 

解 

教 

育 

分 

野 

教 授 橋本 昭典 中国思想、日本漢文学 

教 授 前田 広幸 日本語の研究 

准教授 和泉元 千春 日本語教育学 

教 授 吉村 雅仁 複言語能力育成のための言語教育、言語意識教育 

准教授 橋崎 頼子 シティズンシップ教育のカリキュラム構成原理に関する研究 

 ※ 令和６年３月退職予定の教員（○のある教員）はいません。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.nara-edu.ac.jp/
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Ⅱ．修士課程(外国人留学生特別選抜) 

１．専攻、入学定員及び募集人員

   専 攻 専  修 入学定員 
募集人員 

選抜区分 
９月募集 ２月募集 

伝統文化教育・ 

国際理解教育 

伝統文化（書道 

を含む）教育・ 

国際理解教育 

２０名 若干名 

外国人留学生特別選抜 

（筆記重視型） 

 

外国人留学生特別選抜 

（実技重視型） 

合   計 ２０名 若干名  

・９月募集及び２月募集で上記の人員を募集します。 

・筆記重視型とは、口述試験において、出願書類として提出する「先行研究を踏まえた研究計画書（1,000 字

程度。日本語）」等に関わる口頭試問を課す選抜区分になります。 

・実技重視型とは、口述試験において、試験当日に絵画記録保存技術又は書道実技を課すとともに、当日の

持参作品及び願書に記載する「研究計画概要（400 字程度。日本語）」等に関わる口頭試問を課す選抜区分

になります。 

 

２.標準修業年限 ２年 

ただし、長期履修学生制度が適用された場合の修業年限は、４年以内の許可された年数 

詳細は、２１頁を参照 

 
３.出願資格 

次の(1)から(5)のいずれかに該当する外国籍を有する者(ただし、日本国に永住している者は対象とし

ません。) 

(1)外国において学校教育における１６年の課程を修了した者及び令和５年３月までに修了見込みの者 

(2)外国において学校教育における１２年の課程を修了し日本において大学を卒業した者及び令和５年

３月までに卒業見込みの者 

(3)外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は

関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別

に指定するものに限る。)において、修業年限が３年以上である課程を修了すること(当該外国の学

校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること

及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって文部科学大臣の指定を受け

たものにおいて課程を修了することを含む。)により、学士の学位に相当する学位を授与された者及

び令和５年３月までに授与される見込みの者 

(4)本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、令和５年４月１日現在２２歳に達している者 

(5)その他、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 
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[注]・上記(4)により出願する者は、事前に個別の入学資格審査を受けなければなりません。 

〈上記（4）における個別の入学資格審査の申請方法等〉 

上記出願資格(4)により出願を希望する者は、出願に先立ち、入学資格審査を行いますので、次の書 

類を各申請期間中に入試課に提出してください。 

入学資格審査申請書等の様式は、郵送にて配付します。配付を希望する者は、表に「大学院入学資

格審査申請書（修士課程 外国人留学生特別選抜）請求」と朱書きした封筒に、返信用封筒(84円分の

切手（普通郵便料金）を貼付し、申請者の郵便番号、住所、氏名を明記した長形３号定形郵便封筒)を

入れて、入試課まで送付してください。 

 

(1)入学資格審査申請書類 

① 入学資格審査申請書(本学所定の用紙) 

② 学修歴、研究歴等申告書(本学所定の用紙) 

③ 連絡票(入学資格審査用)(本学所定の用紙) 

④ 入学を志望する動機(用紙はＡ４判とし、400字程度にまとめてください。) 

⑤ 研究計画書(大学院において研究したい分野と内容について日本語又は英語で記入してくださ

い。用紙はＡ４判とし、日本語の場合は400字程度にまとめてください。) 

⑥ 最終学校の卒業証明書 

⑦ 最終学校の成績証明書 

⑧ 在職(籍)証明書(在職(籍)期間、職務内容、勤務様態等が確認できる書類)※ 

⑨ 返信用封筒(664円分の切手（簡易書留速達郵便料金）を貼付し、申請者の郵便番号､住所､氏名を

明記した長形３号定形郵便封筒) 

※現に学校・教育関係機関・官公庁又は会社等に在職(籍)中の者は提出してください。 

(2)入学資格審査申請期間 

［９月募集］令和４年 ７月 １日（金）から令和４年 ７月 ６日（水）まで 

［２月募集］令和４年 ９月３０日（金）から令和４年１０月 ５日（水）まで 

郵送による場合は、封筒表面に「入学資格審査書類在中」と朱書きし、「簡易書留便」により、申請

期間必着で送付してください。 

 

(3)審査方法 

提出された書類の内容、口述試験、及び研究科が必要とする場合は筆記試験の成績を総合して判

定します。なお、審査の日時及び集合場所は本人に別途通知します。 

 

(4)審査結果の通知 

審査の結果は、以下の期日までに郵送により本人に通知します。資格を認められた者には、「奈良教

育大学大学院入学資格認定書」を同封します。 

資格を認められた者は、出願時に「奈良教育大学大学院入学資格認定書(写)」を提出してください｡ 
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［９月募集］令和４年 ７月２７日（水） 

［２月募集］令和４年１１月１８日（金） 

 

４.出願手続 

(1)出願書類（日本語で記入すること。） 

書類等の名称 提出該当者 摘   要 

① 入 学 願 書 全 員  

所定の用紙に必要事項を記入してください。(氏名は住民票

に記載されている氏名を記入してください。) 

事前相談を行った教員（研究指導（補助）を希望する教員 

）を記入してください。 

受験を希望する専門分野（大区分・小区分）を１つ選択して

ください。 

② 受 験 票 ・ 写 真 票 全 員 

所定の用紙に必要事項を記入してください。受験票の裏面に

は、323円分の郵便切手（速達郵便料金）を貼付の上、郵便

番号・住所・氏名を記入してください。写真票には、出願前

3か月以内に撮影した縦4cm×横3cmの上半身・脱帽・正面向

きの写真を貼付してください。 

③ 
検 定 料 

(30,000円) 
全 員 

郵便局・ゆうちょ銀行窓口で納付し、「振替払込受付証明書

(大学提出用)」を検定料納付確認票に貼り付けてください。

納付手数料は、志願者の負担とします。ただし、国費外国人

留学生の場合は納付を必要としません。 

(注)ATMでは「振替払込受付証明書」が発行されませんので必ず窓口で納付

してください。 

④ 
卒業(見込)証明書又

は修了(見込)証明書 
全 員 

出身大学長又は学部長が作成したものを提出してください。

(備考欄(1)を必ず参照のこと) 

 

⑤ 成 績 証 明 書 全 員 

出身大学長又は学部長が作成したものを提出してください。

(備考欄(1)を必ず参照のこと) 

 

⑦ 宛 名 票 全   員 
合格通知書及び入学手続書類を受け取る場所の郵便番号・住

所・氏名を記入してください。 

⑧ 研 究 計 画 概 要 全       員 
所定の用紙（願書裏面）に大学院において研究したい分野と

概要について記入してください。（400字程度） 

⑨ 
先行研究を踏まえた研

究 計 画 書 

筆記重視型を

選択した者 

所定の用紙に先行研究を踏まえた研究計画について記入し

てください。（1,000字程度） 

⑩ 住 民 票 の 写 し 等 
日本国に居住 

している者 

市区町村長が交付する、在留資格、在留期間、在留期間の満

了の日を証明する書類を提出してください。 

⑪ 
奈良教育大学大学院 

入学資格認定書(写) 

出願資格(4)に 

該当する者 

本学が行う入学資格審査により入学資格を認められた者は

提出してください。 
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⑫ 受 験 承 諾 書 

大 学 院 在 学 者 
所定の用紙により、在学している大学院の学長又は研究科

長の承諾書を提出してください。 

在 職 者 

現に学校・教育関係機関・官公庁又は会社等に在職中で、

在職のまま入学しようとする者は、所定の用紙により、所

属長等の承諾書を提出してください。 

⑬ 
国費外国人留学生 

証 明 書 
国費外国人留学生 

在籍している大学が証明したもので、国費外国人留学生と

しての期間が記載されているものを提出してください。 

(備考) 

(1) ① 卒業(修了)証明書又は見込証明書及び成績証明書は出身学校の発行する原本を提出してください。た

だし、和文又は英文以外のものについては、各証明書を発行した出身学校又は総領事館(中華人民共和

国の場合はCHSI)が証明した翻訳文(和文又は英文に限る。)を添付してください(日本語学校による証

明は認められません。)。上記以外の機関の証明を受けようとする場合は事前に本学までお問い合わせ

ください。 

② 証明書類等は、原本を提出してください。原本以外の場合は、必ず自国大使館等の公証書類を提出し

てください。 

③ 海外及び公的機関からの証明の遅延を理由とした出願締切の延長は一切認めませんので、余裕をもっ

て出願書類の準備をしてください。 

④ 住民票に記載の氏名と卒業証明書等に記載の氏名の表記が異なる場合は、同一人物であることを証明

する書類(パスポートの写しなど)を添付してください。 

(2) 実技重視型を選択した志願者は、専門分野に関する作品及び当該作品の写真（所定の台紙に貼付）を試験

当日の受付に提出してください（１７頁参照）。 

 

(2)出願方法 

志願者は出願書類等を取りそろえ、下記の出願期間中に出願してください。郵送による場合は、本要

項に添付した出願用封筒を用い『簡易書留速達便』により送付してください。 

① 出願期間 

［９月募集］ 

令和４年７月２９日（金）から令和４年８月４日（木）まで 

各日とも午前９時から午後５時までとします。(正午～午後１時を除く。) 

(郵送の場合は、８月４日（木）までの消印のあるものを有効とします。) 

［２月募集］ 

  令和４年１２月２日（金）から令和４年１２月８日（木）まで 

各日とも午前９時から午後５時までとします。(正午～午後１時を除く。) 

(郵送の場合は、１２月８日（木）までの消印のあるものを有効とします。) 

②  出願書類の提出先 

奈良教育大学入試課(〒630-8528 奈良市高畑町) 

 

(3)出願にあたっての注意事項 

① 出願にあたっては、入学後の研究内容について、修士課程担当教員一覧や本学ホームページの教員

一覧の情報を参考に、研究指導（補助）を希望する教員に必ず事前に相談してください（願書に事前

相談を行った教員名を記載願います。）。なお、教員への事前相談については、教員に確認の上、来

訪による対面形式、もしくはＺＯＯＭ等のオンライン会議システムや電話による方法等により行っ
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てください（メールのみでの相談はここで言う教員への事前相談にあたりません）。 

【参照】教員一覧URL（https://www.nara-edu.ac.jp/guide/list/） 

 ② 出願書類等受理後の記載事項の変更は認めません。ただし、願書を提出した後に合格通知等受信場 

所及び連絡先を変更した時は、ただちに、その旨を入試課へ届け出てください。 

③ 出願書類等に不備がある場合は、受理しません。 

④ 受理した出願書類等は、いかなる理由があっても返還しません。 

⑤ 出願書類に虚偽の記載が発見された場合は、入学許可を取り消すことがあります。 

⑥ 既納の検定料は、次の場合を除き、返還しません。 

ア. 検定料を払い込んだが、出願しなかった場合又は出願が受理されなかった場合 

イ. 検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

なお、上記ア又はイに該当する場合には、すみやかに入試課へ連絡してください。 

 

５.受験票の送付 

(1) 受験票は、受付完了後、本人宛に送付します。 

なお、受験票が以下の日時までに到着しない場合は、入試課へ問い合わせてください。 

［９月募集］令和４年８月２４日（水） 

［２月募集］令和５年１月３０日（月） 

(2) 受験及び入学手続に、受験票が必要となるため、紛失、汚損等のないよう大切に保管してください。 

 

６.選抜方法 

入学者の選抜は、筆記試験（小論文）、口述試験（実技重視型のみ実技を含む)、成績証明書、研究計

画概要、先行研究を踏まえた研究計画書（筆記重視型のみ）及び当日の持参作品（実技重視型のみ）の内

容を総合して行います。 

配点等は、筆記試験（小論文）として専門分野からの課題(１００点満点)及び口述試験(Ａ・Ｂ・Ｃ評

価)とします。 

なお、口述試験における口頭試問は、原則、個人面接で実施します。ただし、実技重視型における実技

に関しては集団で実施します。 

 

［出題範囲等］ 

専門分野からの課題  

以下の専門分野毎に伝統文化や国際理解教育に関連した内容を出題します。 

志願者は、出願時に以下の専門分野（大区分・小区分）から１つ選択の上、出願してください。 

専門分野 

備 考 
大区分 

小区分 

※受験を希望する区分を一つ選択してください。 

伝統文化教育分野 

１．絵画記録保存技術 

２．書道史・書道古典作品造形論 
【実技重視型】 

３．日本・東洋美術史 

４．文化財科学 
【筆記重視型】 

国際理解教育分野 

５．漢文学 

６．日本語学 

７．日本語教育学 

【筆記重視型】 

https://www.nara-edu.ac.jp/guide/list/
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たかばたけちょう 

８．複言語教育 

９．シティズンシップ教育 

 

口述試験（実技重視型）における実技 

  実技重視型を受験（選択）する際には、下記事項に留意してください。 

１．絵画記録保存技術、２．書道史・書道古典作品造形論のいずれかを選択の上、出願します。 

① 口述試験における実技のために次のものを持参してください。 

１．絵画記録保存技術 

〈試験内容〉鉛筆デッサン（用紙は、Ａ３版大程度） 

〈持 参 物〉鉛筆デッサン用筆記具（鉛筆、練り消しゴムなど） 

２．書道史・書道古典作品造形論 

〈試験内容〉半紙程度の臨書  

〈持 参 物〉太筆（半紙6字書き程度）、仮名用細筆、墨（墨液も可）、硯、文鎮、練習用半紙、 

下敷き 

② 専門分野に関する作品及び作品の写真（所定の台紙に貼付）を持参の上、試験当日に受付に提出して

ください。 

１．絵画記録保存技術 

日本画、あるいは水彩画（東洋画の模写作品を含む。）     １点 

   作品は３年以内に制作したものとし、サイズは自由とします。 

［持参作品の写真］ 

   持参作品の写真（Ｌ判・カラー、作品全体が鮮明に写っていること） １枚 

２．書道史・書道古典作品造形論 

毛筆による自作の書道作品 ２点 

ただし、漢字または仮名、臨書・創作は問わず、表装してあることが望ましい。 

作品は３年以内に制作したものとし、サイズは自由とします。 

［持参作品の写真］ 

   持参作品の写真（Ｌ判・カラー、作品全体が鮮明に写っていること） 各１枚 

※ 持参作品については、当日返却します。（いったん預かるため、包装は簡易であること。） 

※ 持参作品の写真は、本学所定用紙に貼付の上、提出してください。 

 

(1)試験期日 

［９月募集］ 令和４年９月 ３日（土） 

 ［２月募集］ 令和５年２月１１日（土・祝） 

 

(2)試験場 

奈良教育大学(奈良市高畑町) 

近鉄奈良駅・JR奈良駅から市内循環バス乗車『高 畑 町(奈良教育大学)』下車(裏表紙参照) 

 

(3)試験時間割 

 当日は、試験についての留意事項を説明しますので、必ず各試験の１０分前までに集合してください。

集合場所は、当日講義２号棟に掲示します。 
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（伝統文化教育・国際理解教育専攻 伝統文化（書道を含む）教育・国際理解教育専修） 

試験区分 

 

選抜区分 

筆記試験（小論文） 
口述試験 

（Ａ・Ｂ・Ｃ評価） 専門分野からの課題 

（100点満点） 

外国人留学生特別選抜 

（筆記重視型） 
9:30～10:30（60分間） 

12:00～ 

口頭試問 

外国人留学生特別選抜 

（実技重視型） 
9:30～10:30（60分間） 

12:00～ 

実技終了後、口頭試問 

 

７.その他の留意事項 

(1) 出願手続後は、選抜区分及び専門分野の変更は認めません。 

(2) 試験当日は、自動車、単車、自転車での本学構内への乗り入れを禁止します。 

(3) 試験当日は、「奈良教育大学大学院教育学研究科(修士課程)受験票」を必ず持参してください。 

万一、受験票を忘れた場合、又は紛失した場合は、ただちに試験場本部へ申し出てください。 

(4) 試験室に入室するまでに、必ず携帯電話等のアラーム設定を解除した上で、電源を切ってください。 

(5) 筆記試験（小論文）開始後３０分を経過して遅刻した者は、それ以降の試験も含めて受験することが

できません。また、口述試験については、開始時刻に遅刻した者は受験することができません。あら

かじめ経路、所要時間を確認し、十分な時間の余裕をもって試験場に到着してください。 

(6) 試験開始後は、終了するまで途中退室は認めません。 

(7) 連絡事項がある場合は、本学のホームページに掲載します。 

(8) 本要項に関して不明な点がある場合は、入試課へ問い合わせてください。 

 

８.合格者の発表 

［９月募集］ 令和４年９月２２日（木） 午前１０時 

［２月募集］ 令和５年２月２４日（金） 午前１０時 

合格発表日に本学のホームページ(https://www.nara-edu.ac.jp/)上で合格者受験番号を速報すると同

時に、合格通知書を合格者本人に郵送します。ホームページ上の合格速報は情報提供サービスの一環とし

て掲載するものであり、正式には合格通知書で確認してください。また、電話などによる照会には応じま

せん。 

 

９.入学手続 

合格者には、入学に必要な書類を送付するとともに、その他入学手続きに必要な事項を通知します。 

入学手続日  

［９月募集］ 令和４年１０月 ６日（木） 郵送必着 

［２月募集］ 令和５年 ３月１５日（木） 郵送必着 

 

 

https://www.nara-edu.ac.jp/
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１０.入学料及び授業料 

入学料        282,000円 (予定) 

授業料 前期分    267,900円 (年額535,800円) (予定) 

（注）ア．既納の入学料は、いかなる理由があっても返還しません。 

   イ．前期分の授業料については､令和５年５月１日から令和５年５月３１日までの間に納入してくださ

い。 

   ウ. 上記の入学料及び授業料は、令和４年度入学者の金額であり、令和５年度入学者については、変更

する場合があります。 

   エ．在学中に授業料の改定を行った場合は、改定時から新授業料が適用されます。 

 

１１.修士課程担当教員一覧表 

１６頁の〔専門分野からの課題〕をよく読んで専門分野を受験(選択)してください。 

氏名欄に◎のある教員は令和５年３月、○のある教員は令和６年３月退職予定です。 

下表に変更が生じた場合は、本学のホームページ（https://www.nara-edu.ac.jp/）で発表しますの

で、各出願前に確認してください。 

 

（伝統文化教育・国際理解教育専攻 伝統文化（書道を含む）教育・国際理解教育専修） 

研究 

領域 
職 名 氏 名 研究テーマ・研究分野 

伝 

統 

文 

化 

教 

育 

分 

野 

教 授 ◎ 大山 明彦 文化財の記録保存のための模写と復元 

准教授 北山 聡佳 仮名書道の造形表現・造形論、書写書道教育 

教 授 山岸 公基 日本・東洋美術史の研究 

准教授 青木 智史 文化財科学 

国 

際 

理 

解 

教 

育 

分 

野 

教 授 橋本 昭典 中国思想、日本漢文学 

教 授 前田 広幸 日本語の研究 

准教授 和泉元 千春 日本語教育学 

教 授 吉村 雅仁 複言語能力育成のための言語教育、言語意識教育 

准教授 橋崎 頼子 シティズンシップ教育のカリキュラム構成原理に関する研究 

 ※ 令和６年３月退職予定の教員（○のある教員）はいません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.nara-edu.ac.jp/
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Ⅲ．修士課程（一般選抜）・修士課程(外国人留学生特別選抜)共通事項 

１.受験上の配慮等に関する事前相談について 

疾病、障害又はその他の理由のために、受験上の特別な配慮を必要とする者又は修学上の特別な配慮

を必要とする者は、必ず出願までに相談してください。 

１．相談の期間 

［９月募集］令和４年 ７月 ８日（金）から令和４年 ７月１３日（水）まで 

［２月募集］令和４年１１月 ７日（月）から令和４年１１月 ９日（水）まで 

２．相談の方法 

学長宛に次の事項を記載した相談書類(様式任意)を作成して提出してください。（理由が疾病、障害

の場合は、医師の診断書を添付すること）。 

なお、必要な場合は、本学において志願者又はその立場を代弁しえる出身大学関係者等との面談等を

行います。 

(1) 氏名及び出身大学名 

(2) 疾病、障害その他の理由の種類、程度 

(3) 志望予定専攻、専修等 

(4) 受験上の特別な配慮を希望する事項 

(5) 修学上の特別な配慮を希望する事項 

(6) 出身大学でとられていた特別措置等の事項 

(7) 日常生活の状況 

(8) 連絡先の住所、電話番号等 

３．提出先  奈良教育大学入試課（〒630－8528 奈良市高畑町） 

 

２.修了要件、履修方法等について 

<修士課程の修了要件の概要> 

修士課程においては、履修規則に基づき３０単位以上を修得した上、修士論文の審査及び最終試験に合

格することが必要となります。 

 

３.学部授業科目の履修制度について 

修士課程においては、大学院に在学しつつ、学部の授業科目を履修できる制度(科目等履修生制度)が 
あります。 
<履修の制限等> 

・１学期間４科目８単位以内、修業年限の２年間で最大３２単位まで履修できます。なお、修業年限を

越えて大学院に在学する場合は、４８単位を履修上限としています。 
<授業料等> 

・科目等履修生の検定料及び入学料については、徴収しません。ただし、改定があった場合は、徴収し

ます。 

・授業料は１学期間４単位(年間８単位)以内の履修については徴収しませんが、４単位を越える場合に

ついては、１単位につき、14,800円(予定)を徴収します。 
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<その他注意事項> 

・大学院正規課程での授業・研究が主となりますので、入学後研究指導教員と相談のうえ履修計画を

たて、承認を得ることになります。また、本制度は大学院の授業と学部の授業の時間割の重複や、

学部の授業の履修には当該授業担当者の承諾が必要であることにより、履修できないこともありま

す。 

※本制度による履修について不明な点がある場合は必ず出願までに問い合わせてください。 

  【問い合わせ先】 教務課 大学院係 TEL 0742-27-9322 

 

４.長期履修学生制度について 

この制度は、修士課程の入学者のうち、職業を有している者、出産、育児、介護等を行う必要がある者、

障害のある者で、通常の標準修業年限での履修が困難な場合に、標準修業年限(２年)を超えて一定の期間

にわたり計画的に教育課程を履修することを認めるもので、その間の授業料の年額の負担を軽減するこ

とができるものです。 

※本制度による履修について不明な点がある場合は必ず出願までに問い合わせてください。 

  【問い合わせ先】 教務課 大学院係 TEL 0742-27-9322 

 

５.日本学生支援機構大学院奨学生の予約採用について 

 本学大学院入学後に日本学生支援機構奨学金の貸与を希望する日本人学生・在日外国人学生(留学生は

除く。)は、奈良教育大学のホームページにて申請方法を確認してください。 

URL：https://www.nara-edu.ac.jp/campus_life/health/scholarship_system.html 
「日本学生支援機構奨学金予約採用（大学院）について」 

【注意】申請方法は令和４年９月からホームページに掲載の予定です。 
申請受付期間は令和４年１２月から令和５年１月中旬の予定です。  

 

６.個人情報の利用について 

提出された出願書類等で得た個人情報は、本学の入学者選抜に係る業務のほか下記の業務に利用しま 

す。なお、法令に基づく場合を除き、出願者本人の同意を得ることなく他の目的で利用又は第三者に提 

供することはありません。 

(1) 合格者の受験番号、住所及び氏名等の個人情報を、入学手続に関わる業務に利用します。 

(2) 入学手続者の受験番号、氏名、性別、生年月日、出身校等の個人情報を学籍管理等の修学指導に関

わる業務及び健康診断等の保健管理に関わる業務並びに厚生指導に関わる業務に利用します。 

(3) 入学者選抜で取得した入学手続者に関わる成績等の個人情報を、入学料免除、入学料徴収猶予、第

１年次における授業料免除及び奨学生採用等の経済支援に関わる業務に利用します。 

(4) 入学者選抜で取得した成績等の個人情報を、統計処理業務及び本学における入学者選抜方法の改善

に関わる調査・研究に利用します。 

(5) 個人情報の保護に関する法令及びその他の規範を遵守します。 

https://www.nara-edu.ac.jp/campus_life/health/scholarship_system.html


 
 

 

試験場への順路 

 
 

京都駅から 

近鉄京都線で近鉄奈良駅まで特急約35分、急行45分＋市内循環 

バスで約10分「高畑町」下車すぐ 

 

新大阪駅から 

ＪＲ東海道本線で大阪駅へ、ＪＲ大阪環状線（外回り）で鶴橋 

駅へ、近鉄奈良線（快急・急行）で近鉄奈良駅まで約60分＋市 

内循環バスで約10分「高畑町」下車すぐ 

 

大阪駅から 

ＪＲ大阪環状線（外回り）で鶴橋駅へ、近鉄奈良線（快急・急 

行）で近鉄奈良駅まで約50分＋市内循環バスで約10分「高畑

町」下車すぐ 

 

難波駅から 

近鉄奈良線（快急・急行）で近鉄奈良駅まで約35分＋市内循環 

バスで約10分「高畑町」下車すぐ 

天王寺駅から 

ＪＲ大和路快速で、ＪＲ奈良駅まで約33分＋市内循環バスで約 

15分「高畑町」下車すぐ 

ＪＲ大阪環状線（内回り）で鶴橋駅へ、近鉄奈良線（快急・急 

行）で近鉄奈良駅まで約45分＋市内循環バスで約10分「高畑

町」下車すぐ 

 

神戸三宮駅から 

阪神本線（快速急行）〔近鉄奈良行き〕で近鉄奈良駅まで約80 

分＋市内循環バスで約10分「高畑町」下車すぐ 

 

関西国際空港から 

空港バスで近鉄奈良駅まで約90分＋市内循環バスで約10分「高 

畑町」下車すぐ 

 

 

 

 

問い合わせ先  
〒630-8528 奈良市高畑町 

奈良教育大学 入試課 
TEL 0742-27-9126 

Fax 0742-27-9145 

ホームページ https://www.nara-edu.ac.jp/ 

E-mail nyuusi@nara-edu.ac.jp 

https://www.nara-edu.ac.jp/
mailto:nyuusi@nara-edu.ac.jp

